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７
月
1
6
日
午
前
1
0
時
Ｂ
分
ご

ろ
、
新
潟
県
柏
崎
市
を
中
心
に
被

害
を
与
え
た
地
震
が
発
生
し
た
。

午
後
に
な
っ
て
も
詳
細
な
被
災
状

盲
の
把
握
は
困
難
だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
原
則
「
被
災
現
場
で
考
え

ろ
」
に
立
ち
戻
り
、
午
後
４
時
に

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
県
老
人
保
健
施
設
協

会
と
合
同
の
第
一
次
チ
ー
ム
の
派

遣
を
決
定
。
午
後
８
時
半
に
伯
崎

市
に
向
か
っ
て
３
人
が
出
発
し

た
。
現
地
の
提
携
先
は
、
３
年
前

に
新
潟
県
中
越
地
震
で
被
災
し
た

小
千
谷
市
に
あ
る
介
護
老
人
保
健

施
設
「
春
風
堂
」
だ
っ
た
。
Ａ
Ｍ

Ｅ
Ｄ
Ａ
と
県
老
人
保
健
施
設
協
会
が

こ

乙
力
月
に
わ
た
っ
て
支
援
し
た
介

量
老
人
保
健
施
設
で
あ
る
。
北
村

雄
哉
理
事
長
か
ら
は
大
歓
迎
を
受

け
た
。
そ
し
て
、
柏
崎
市
に
あ
る

介
護
老
人
保
健
施
設
「
米
山
爽
風

苑
」
で
、
１
５
０
床
に
加
え
て
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
4
0
人
が
被

災
の
た
め
そ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い

る
。
職
員
に
も
被
災
者
が
い
て
支

援
を
求
め
て
い
る
、
と
の
情
報

を
受
け
た
。
直
ち
に
第
２
次
専

門
職
チ
ー
ム
と
し
て
、
1
7
日
午
後

８
時
半
に
３
人
が
岡
山
を
出
発

し
た
。
1
8
日
午
後
に
新
た
な
情

報
が
入
っ
た
。
「
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
『
し
お
か
ぜ
荘
』
が
定

員
の
２
倍
を
超
え
る
１
４
４
人

の
要
援
護
高
齢
者
の
受
け
入
れ
を

し
て
い
て
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
必
要
と
し
て
い
る
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
『
く
じ
ら
な
み
』

は
今
月
開
所
し
た
ば
か
り
で
、

組
織
的
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
」

と
。
早
速
、
2
2
日
に
第
三
次
専
門

職
チ
ー
ム
と
し
て
５
人
を
派
遣
し

た
。
　
災
害
被
災
地
に
お
け
る
要
援
護

高
齢
者
の
問
題
解
決
は
次
の
理
由

か
ら
急
を
要
す
る
。
被
災
地
に
あ

る
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
は
、
在
宅
介
護
の
要
援

護
高
齢
者
や
避
難
所
の
高
齢
者
が

運
び
込
ま
れ
、
通
常
の
収
容
定
員

を
は
る
か
に
超
え
た
人
数
の
介
護

を
水
や
電
気
、
ガ
ス
が
ス
ト
ッ
プ

し
た
状
況
で
求
め
ら
れ
る
。
一
方

新潟県中越沖地震緊急支援活動
で
職
員
も
被
災
者
と
な
り
、
絶
対

的
な
介
護
力
不
足
に
陥
る
。
し
か

勺
要
援
護
高
齢
者
の
介
護
は
有

資
格
経
験
者
で

い
。
介
腹
中
に
、

ﾂﾐ

窒し

急
死
、
転
倒
や
骨
折
を
起
こ
す
可

能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
他
施

設
も
、
厳
し
い
介
護
保
険
制
度
下

に
ぎ
り
ぎ
り
の
数
の
職
員
で
運
営

し
て
お
り
、
職
員
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
被
災
他
の
施
設
に
派
遣

す
る
余
裕
は
少
な
い
。

　
も
う
一
つ
の
重
要
な
問
題
が
発

生
し
て
い
た
。
地
域
防
災
計
画
に

は
災
害
医
療
は
あ
っ
て
も
災
害
介

護
の
視
点
は
低
い
。
災
害
医
療
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
助
か
る
可
能
性

の
高
い
人
か
ら
助
け
る
」
。
い
わ

ゆ
る
、
緊
急
度
に
よ
っ
て
優
先
順

位
を
付
け
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
で

あ
る
。
「
救
急
救
命
の
重
傷
者
」

が
搬
送
さ
れ
て
い
る
医
療
機
関
に

　
「
介
護
度
の
高
い
重
症
者
」
が
搬

送
さ
れ
た
時
、
混
乱
が
起
こ
っ
た
。

誰
が
判
別
す
る
の
か
。
誰
が
「
介

護
度
の
高
い
重
症
者
」
を
搬
送
し

た
善
意
の
素
人
を
説
得
す
る
の

か
。
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
が
失
速
し

た
瞬
間
だ
っ
た
。

　
介
護
保
険
制
度
下

施
設
の
運
営
は
非
常

っ
て
き
て
い
る
。
生
き
残
る
に
は
、

人
件
賃
率
の
軽
減
し
か
な
い
。
過

剰
な
収
容
人
員
の
介
護
に
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
る
被
災
地
の
老
人
保
健

施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

剛
副
引
剛
胆
胆
≧

テ
ィ
ア
派
遣
す
る
施
設
も
覚
悟
が

い
る
。
残
る
職
員
も
施
設
長
を
中

心
に
究
極
の
団
結
が
不
可
欠
で
あ

る
。
余
裕
の
な
い
者
が
余
裕
の
な

い
者
を
支
援
す
る
「
究
極
の
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
で
あ
る
。

県
老
人
保
健
施
設
協
会
は
被
災
地

に
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し

た
数
少
な
い
介
護
団
体
で
あ
る
。

　
［
弱
者
が
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た

時
に
動
く
］
岡
山
の
精
神
風
土
を

具
現
化
す
る
団
体
で
も
あ
る
。
２

回
に
わ
た
り
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
の
合
同

チ
ー
ム
の
編
成
・
派
遣
を
決
断
し

に
濯
に
１
清
清
汗
Ｊ

員
を
派
遣
し
た
ら
優
し
い
各
施
設

に
本
当
に
感
謝
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
）

-－11？¬ご｜｜｜‾11


	page1

